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1. 事業の経緯及び背景
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1－１. ㈱デンソー会社概要

2017年3月31日現在

1949年12月16日

（就業人員ベース）

設 立

資本金

売上収益

営業利益

従業員数

（国内62・海外128）
連結子会社数

（国内13・海外23）
持分法適用
関連会社数

1,874 億円

190 社

36 社

連結 4兆 5,271 億円

連結 3,306 億円

154,493 名連結
38,914 名単独
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◇主な製品：自動車分野

1－１. ㈱デンソー会社概要

快 適・利 便

ハイブリッド車・電気自動車用製品、
燃料電池車用製品、
ガソリンエンジンマネジメントシステム、
ディーゼルエンジンマネジメントシステム、
スタータ、オルタネータ、ラジエータ、 など

安 心・安 全
走行支援システム用センシングシステム、
ABS／ESC用アクチュエータ＆コンピュータ、
ヘッドランプコントロールシステム（AFS）、
エアバッグ用センサ＆コンピュータ、
車両周辺監視システム、
コンビネーションメータ、ワイパシステム、
など

カーエアコンシステム、バス用エアコン、
空気清浄器、カーナビゲーションシステム、
ETC車載器、リモートセキュリティシステム、
リモートタッチコントローラ、スマートキー、
車両運用システム（ドライビングパートナー）、
など

環 境
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◇地域別売上収益 [連結]

1－１. ㈱デンソー会社概要

2017年3月31日現在

総計：4兆5,271億円

1.4%
南米/その他

日本
41.4%

北米
23.2%

欧州
12.2%

アジア
21.8%

■欧 州
5,502億円

■北米
1兆505億円

■日 本
1兆8,718億円

■アジア
9,895億円

■南米/その他
651億円
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Siam DENSO
Manufacturing Co., Ltd.

バンコク

1-2. Siam DENSO Manufacturing Co.,Ltd.  会社概要
◇工場立地

（※以降、SDMと表記）

◇会社概要

◇主要製品

アジアの中核拠点（ディーゼル・ガソリン製品を製造）
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◇環境経営の変遷

環境を重視してきた６０年

公害防止

●DAS制定(70)

●環境基本理念(69)

●公害防止管理組織(72)

●フロン全廃(94)

●地球環境大賞受賞(95)

地球環境
保全

●第一次環境行動計画(93)

●ｴﾈﾙｷﾞｰ委員会(79)
●オゾン層保護委員会(88)

環境経営

●ｴｺﾋﾞｼﾞｮﾝ2005(00)

● 環境委員会(92)

●ＩＳＯ取得(96)

●ｾﾞﾛｴﾐ達成(02) 

●ｴｺﾋﾞｼﾞｮﾝ2015(05)
●CO2特ﾌﾟﾛ発足(08)

法より厳しい

社内基準（ＤＡＳ）

地球温暖化への
いち早い対応

環境経営の指針 = エコビジョン

●省ｴﾈ大賞(10～)
５年連続6回受賞

●ｴｺﾋﾞｼﾞｮﾝ2025

16/6公表

事業の海外拡大に伴い、
グループ会社のCO2管理を04年～開始

（10年～CSRﾚﾎﾟｰﾄ報告）

1-3. デンソーグループの環境経営
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参考：エコビジョン2025 紹介ビデオ
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モノづくり革新により生産分野の

エネルギーハーフを目指します。

ミニマムCO₂モノづくり

WHAT?
生産分野の省エネルギーを極限まで進め、デン

ソーグループ全体でのエネルギーハーフ（CO₂排
出量半減）を実現します。

HOW?
モノづくり革新による高効率生産、エネルギー供給か

ら使用までの一貫した省エネ活動、生産変動に追従

するエネJIT※活動等を推進します。

※ Energy Just In Time

GOAL?
生産分野のCO₂排出量を原単位で1/2にします。

(グローバル)

CO₂

排出量
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◇中長期目標：エネルギー1/2

0

40

80

120

160

FY10 FY12 FY14 FY16 FY18 FY20 FY22 FY24

デンソー国内外グループ会社
t-CO2/億円

FY25

エコビジョン2025
国内G 4％、海外G 5％

CO2原単位 =排出量/付加価値額
(12年=100)

▲
50

％

エコビジョン2015
3％/Y省エネ

施 策 主な取組 担当

減らす

現場改善 エネルギーJIT, エア・蒸気レス,PEF等 各部･社
老朽設備効率化 空調、空圧機、ボイラ、照明等の効率化更新 各部･社
革新
技術

開発・展開 1/n・ﾀﾞﾝﾄﾂ開発展開による省エネ付随効果 ﾀﾞﾝﾄﾂ
各部･社新規開発 2020年以降の超省エネ設備構想づくり

造る
(創る)

コジェネ導入 海外グループ会社へのコジェネ積極導入（SDM他） 施設部
再生可能エネ 太陽光発電 他 施設部

エネルギー
1/2
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1-3. 本事業検討経緯
＜デンソーでのコージェネやり尽くし活動＞

デンソーで培ったコジェネのノウハウを海外グループに展開し、拡大を図る

これまでに培ったデンソーノウハウ
運転技術：効果のタイムリーな見える化
保全技術：保全作業の一部手の内化

1991年～ 8事業所で積極導入
・現在15台導入
・発電容量110MW（自家発電率43％）

環境面での貢献
省エネ・CO2排出量削減の促進
社会面での貢献
分散型電源による安定供給
技術面での貢献
現地技術者の運転保全スキル習得
経済面での貢献
タイ国への投資促進

グラフ：デンソーのコジェネ導入推移

＜海外グループ会社への横展開＞

横展開を図り、デンソーグループとして
「環境」「社会」「技術」「経済」に貢献

↓
アジア中核拠点であるSDMを選定
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2-１. 事業実施体制

国際コンソーシアム

代表事業者：㈱デンソー

共同事業者：SDM

連携

発注 機器納入/輸送
工事施工

施工会社

地球環境センター

JCM補助金 JCM補助金申請

PEA(電力会社)

Amata NGD(ガス会社)

申請・届出

申請・届出

契約変更

契約変更

環境省

環境省や地球環境センターの
支援を仰ぎ、又、タイと日本で協
力体制を構築しプロジェクト推進
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２-２. プロジェクト概要

・発電出力 ：7,800kW
・蒸気発生量 ：3.3t/h
・温水発生量 ：2,150kW

電力

蒸気

温水

発電

排熱

工場内電力に利用

生産・空調に利用

空調に利用
排熱

発電電力や排熱を最大限利用出来る仕様(容量)を選定
電気需要(KW)

(H)

熱需要(KW)

コージェネレーション仕様
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2-3. システムフロー

現
状

導
入
後

蒸気
3.3 t /h

電気（PEA） 冷水

天然ガス（AMATA NGD） 蒸気

ターボ冷凍機

蒸気吸収冷凍機
（新設）

ボイラー

ターボ冷凍機

温水

電気（PEA）

天然ガス 電気
（7,000KW）

冷水

SDMﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

温水

既設熱利用設備の代替運用により、最大限のCO2削減に貢献

コージェネ:7800KW
（新設）

SDM
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2-4. 事業実施によるGHG削減効果（予定）

ERy エネルギー起源二酸化炭素
排出削減量 [t-CO2e/y] 5,904

REy リファレンス排出量
[t-CO2e/y] 27,589

PEy プロジェクト排出量
[t-CO2e/y] 21,685

GHG削減効果：ERy = REy - PEy

・リファレンス排出量：
（ガスエンジンの有効発電量×グリッドのCO2排出係数）

＋（排熱回収熱量÷リファレンス設備効率×リファレンス設備使用燃料のCO2排出係数）
・プロジェクト排出量：

ガスエンジン燃料消費量×天然ガス発熱量×天然ガスCO2排出係数

既存ボイラー置き換えをリファレンス設備とし、GHG削減に貢献
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3. 事業の進捗及び今後のスケジュール
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3-1. 事業スケジュール
2016 2017 2018

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

当
初

補助金

工
事

業者選定

設計

建築申請

建設工事

変
更
後

補助金

工
事

業者選定

設計

IEEﾚﾎﾟｰﾄ

建築申請

建設工事

発注

採択結果通知
モニタリング結果を
定期的に環境省へ報告

●竣工・運用開始

ガス配管申請状況確認

発注
IEEレポート作成・申請

作成2M, 公聴会1M, 申請1M

2M遅れ

4M遅れ

環境省・地球環境センターの御協力により、最小限の遅れで推進中
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3-2. 運用開始に向けて（これまでの苦労点）

項目 指導事項 影響度

納期

敷地外ガス配管に設置許可が必要
（ガス会社が許可未取得？） ２ヶ月遅れ

IEEレポートの提出要請あり
（10,000kW以上が対象） ４ヶ月遅れ

コスト

電力会社の監視強化に対する協力要請あり
（受変電設備にPT/CT追加）

予算の約10%
を追加投資ガス配管工事に施工会社の指定あり

NOx総量規制により37⇒18ppm以下に低減
（脱硫装置追加＋煙突15⇒30m)

追加指導の歯止め：地球環境センターの御紹介により情報収集
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3-3. 施工状況
◆全体平面

56m

19
m

発電機室

変圧器室

電
気
室

冷
却
塔

冷
凍
機

冷
却
塔

ガ
ス
コ
ン

消音器
煙突

工場

ボイラ

仮設工事着工済
（９月１日）

ユーティリティゾーン

300m

20
0m

◆コージェネレーション配置

正面ゲート

杭打ち工事準備中
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4. 今後のデンソーグループ内の横展開に向けて
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４．今後のデンソーグループ内の横展開に向けて

0
5

10
15
20
25 円/KW 電気単価 単価差から見た

ｺｼﾞｪﾈ 効果ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ
熱需要から見た

ｺｼﾞｪﾈ 効果ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ

円/KW ｶﾞｽ単価

0
5

10
15
20
25

0

5

10

15

20

25

ｲ
ﾀ
ﾘ
ｱ

欧
州

豪
亜

国
内

北
米

・
中

国

0%

20%

40%

60%

80%

100%

グループ会社名

グループ会社名

グループ会社名 グループ会社名

熱需要から見た
ｺｼﾞｪﾈ効果ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ

100%

0%

50%

国内G
SDM

10年ﾗｲﾝ

補助金により
投資回収短縮→導入実現

大小 単価差から見たｺｼﾞｪﾈ 効果ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ

5年ﾗｲﾝ導入前

導入完
ტ


投資回収 3年ﾗｲﾝ
ｲﾀﾘｱ

補助金により事業性が成立 → 補助金動向によりグループ内の拡大展開を図る

円/KW
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5. その他要望
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5. その他要望

・ 各国毎の法規や明文化されていない指導内容を
情報共有出来る場（サイト）を設けて頂けると
助かります。

・ 今後もJCM補助金の継続/拡大を御願いします。

・ 事業対象国（ｴﾈﾙｷﾞｰ
使用大国等）の追加
を御願いします。

中 国

イ ン ド

出展：原子力・エネルギー図面集2016
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ご清聴ありがとうございました
株式会社 デンソー

施設部 施設企画2室
手島 栄治


